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海山IC付近案内図

　

早
期
の
全
線
開
通
が
望
ま
れ
て

い
る
、近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
の
一

部
で
あ
る
、海
山
Ｉ
Ｃ
〜
尾
鷲
北
Ｉ

Ｃ
間
の
６
・
１
㎞
が
開
通
し
ま
し
た
。

　

３
月
20
日
の
開
通
式
典
・
セ
レ

モ
ニ
ー
で
は
、尾
上
町
長
や
鈴
木
三

重
県
知
事
な
ど
多
数
出
席
し
、高
速

道
路
上
で
は
、テ
ー
プ
カ
ッ
ト
と
く

す
玉
開
披
に
続
き
、
車
両
で
の
パ

レ
ー
ド
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

午
後
3
時
の
一
般
車
両
の
通
行

開
始
に
は
、開
通
前
の
早
い
時
間
か

ら
待
っ
て
い
る
方
も
い
て
、新
し
い

い
高
速
道
路
へ
の
期
待
の
大
き
さ

が
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

東
紀
州
地
域
で
は
、42
号
線
が
唯

一
の
幹
線
道
路
で
あ
り
、大
雨
に
よ

る
通
行
止
め
や
Ｊ
Ｒ
の
不
通
に
よ

り
、救
急
車
両
を
受
け
る
た
め
の
搬

送
に
大
き
な
不
安
が
募
っ
て
お
り
、

安
全
度
の
高
い
生
命
線
道
路（
命
の

道
）の
早
期
整
備
が
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
開
通
は
こ
う
い
っ
た
問

題
を
解
決
し
、地
域
の
経
済
効
果
や

安
心
・
安
全
で
住
み
よ
い
生
活
を

実
現
す
る
た
め
の
第
一
歩
と
な
り

ま
し
た
。ま
た
、
大
規
模
災
害
・
緊

急
医
療
時
に
町
民
の
命
を
守
る「
命

の
道
」と
し
て
、
大
き
な
期
待
と
希

望
を
担
っ
て
い
ま
す
。
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国
政
に
お
き
ま
し
て
は
、
少
子

高
齢
化
と
人
口
減
少
に
よ
る
活
力

の
低
下
が
懸
念
さ
れ
る
中
で
、
円

高
等
に
伴
う
経
済
活
動
の
停
滞
、

税
と
社
会
保
障
の
一
体
改
革
、
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
の
是
非
等
、
我
が
国
の

将
来
を
大
き
く
左
右
す
る
課
題
が

山
積
し
て
お
り
、
今
ま
さ
に
大
き

な
転
換
期
の
う
ね
り
の
た
だ
中
に

あ
る
と
い
え
ま
す
。

　

一
方
、
県
政
に
お
き
ま
し
て
は
、

昨
年
４
月
に
就
任
し
た
鈴
木
知
事

の
も
と
、「
幸
福
実
感
度
日
本
一
」

を
掲
げ
、
新
し
い
三
重
づ
く
り
が

進
め
ら
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
厳
し

い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
今
後
の
東
紀
州
地
域
対
策
、

防
災
、
医
療
福
祉
、
環
境
、
産
業

政
策
等
に
お
い
て
、
市
町
や
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
新
し
い
県
政

の
展
開
に
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　

町
政
は
、
こ
れ
ら
の
国
や
県
の

動
き
に
大
き
な
影
響
を
受
け
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
動
向
を
注
視
し
、

戦
略
的
に
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

　  

本
年
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
平

成

年
度
ま
で
を
計
画
期
間
と

す
る
紀
北
町
第
１
次
総
合
計
画
・

後
期
基
本
計
画
の
ス
タ
ー
ト
の
年

と
な
り
ま
す
。
現
在
、
策
定
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
が
、
私
と
し
ま
し
て
は
、

「
安
全
・
安
心
」「
に
ぎ
わ
い
」「
人
・

地
域
の
元
気
」
の
三
つ
の
テ
ー
マ

に
つ
い
て
、
重
点
的
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
安
全
・
安
心
」
に
つ

い
て
は
、
犠
牲
者
「
０
」
を
め
ざ
す
、

災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。
昨
年
は
、
３
月
11
日
の
東

日
本
大
震
災
や
９
月
初
旬
の
台
風

12
号
に
よ
る
紀
伊
半
島
大
水
害
等
、

災
害
の
怖
さ
を
改
め
て
痛
感
し
た

１
年
で
し
た
。
東
海
・
東
南
海
・

南
海
地
震
や
異
常
な
豪
雨
を
想
定

し
た
う
え
で
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
、

防
災
、
減
災
対
策
の
推
進
に
努
め

て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

避
難
路
、
避
難
場
所
の
整
備
や
、

地
域
に
お
け
る
防
災
力
の
向
上
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
銚
子
川
、

赤
羽
川
等
の
堆
積
土
砂
の
除
去
に

も
努
め
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
三

浦
、
矢
口
浦
の
海
岸
保
全
施
設
整

備
に
つ
い
て
も
、
津
波
や
、
台
風

時
の
高
潮
等
に
備
え
る
べ
く
、
防

潮
堤
の
設
置
等
を
引
き
続
き
着
実

に
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

次
に
、「
に
ぎ
わ
い
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
近
畿
自
動
車
道
紀
勢

線
の
延
伸
が
進
行
す
る
中
、
交
流

人
口
「
２
０
０
万
人
」
を
め
ざ
し
、

ス
ポ
ー
ツ
合
宿
の
受
け
入
れ
や
新

た
な
観
光
メ
ニ
ュ
ー
の
提
供
等
、

観
光
振
興
と
関
連
産
業
の
振
興
を

進
め
ま
す
。

　

四
季
を
通
じ
て
観
光
の
目
的
地

と
な
る
た
め
、
世
界
遺
産
熊
野
古

道
、
熊
野
灘
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

都
市
、
銚
子
川
、
魅
力
的
な
食
等

の
地
域
資
源
を
活
か
し
な
が
ら
、

滞
在
時
間
の
拡
大
、
宿
泊
客
の
増

大
へ
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

特
に
、
銚
子
川
の
魅
力
ア
ッ
プ

に
つ
い
て
は
、
馬
越
峠
や
周
辺
施

設
と
関
連
付
け
な
が
ら
ソ
フ
ト
事

業
を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
温
浴

施
設
の
整
備
に
向
け
た
具
体
的
な

検
討
に
着
手
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
「
人
・
地
域
の
元
気
」
に
つ
い

て
は
、
健
康
寿
命
「
５
歳
」
延
長

を
め
ざ
し
、
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
、

き
ほ
く
活
活
体
操
、
グ
ラ
ウ
ン
ド

ゴ
ル
フ
の
定
着
に
努
め
る
と
と
も

に
、
高
齢
者
の
健
康
維
持
と
増
進

に
向
け
、
検
診
の
充
実
、
意
識
の

啓
発
等
の
効
果
的
な
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
の
１
月
中
に

は
、
紀
北
町
本
庁
舎
の
旧
尾
鷲
高

等
学
校
長
島
分
校
へ
の
移
転
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
本
庁
舎
の
移
転

に
合
わ
せ
周
辺
の
生
涯
学
習
施
設

の
充
実
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

現
在
の
本
庁
舎
と
周
辺
施
設
の
利

活
用
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
る

等
、
両
区
の
均
衡
あ
る
発
展
と
さ

ら
な
る
紀
北
町
と
し
て
の
一
体
感

の
醸
成
に
努
め
ま
す
。

４

28

平
成
平
成
2424
年
度
施
政
方
針

年
度
施
政
方
針

平
成
平
成
2424
年
度
施
政
方
針

年
度
施
政
方
針

　

本
日
こ
こ
に
、
平
成
24
年

度
当
初
予
算
案
及
び
諸
議
案

を
提
案
し
、
ご
審
議
い
た
だ

く
に
あ
た
り
、
私
の
町
政
に

対
す
る
所
信
の
一
端
と
予
算

案
の
概
要
を
申
し
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

町
長
就
任
か
ら
２
年
４
ヵ

月
余
り
、
私
は
「
す
べ
て
は

住
民
目
線
で
、
す
べ
て
は
住

民
と
と
も
に
」
の
基
本
姿
勢

の
も
と
、
で
き
る
限
り
現
場

に
出
向
き
、
住
民
の
皆
様

の
声
に
耳
を
傾
け
て
き
ま
し

た
。

　

今
後
も
、
常
に
対
話
を
重

ね
な
が
ら
、
紀
北
町
の
抱
え

る
課
題
を
一
つ
一
つ
着
実
に

解
決
す
べ
く
取
り
組
ん
で
い

く
所
存
で
す
の
で
、
議
員
の

皆
様
並
び
に
町
民
の
皆
様
に

は
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

は
じ
め
に

社
会
経
済
情
勢
等
に

関
す
る
認
識

後
期
基
本
計
画
の
ス

タ
ー
ト
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こ
の
よ
う
な
思
い
の
中
、
本
町

の
平
成
24
年
度
当
初
予
算
は
次
の

考
え
方
を
基
本
に
、
編
成
し
た
と

こ
ろ
で
す
。

　

ま
ず
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
や

さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
の
変
化
を

し
っ
か
り
と
認
識
し
た
う
え
で
、

将
来
に
わ
た
り
財
政
の
健
全
性
を

維
持
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
、
新
た
な
住
民
ニ
ー
ズ
へ
の

対
応
に
努
め
る
と
と
も
に
、
本
町

の
将
来
を
見
据
え
た
重
要
な
課
題

に
取
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
も
の

で
す
。

　

先
に
申
し
述
べ
ま
し
た
三
つ
の

テ
ー
マ
を
推
進
す
る
施
策
は
も
と

よ
り
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
へ
の

福
祉
施
策
、
児
童
生
徒
の
安
全
・

安
心
と
子
育
て
支
援
、
そ
の
ほ
か

集
会
所
建
設
や
道
路
整
備
と
い
っ

た
身
近
な
生
活
環
境
整
備
等
、
地

域
へ
の
経
済
効
果
を
高
め
雇
用
確

保
に
つ
な
が
る
取
り
組
み
を
進
め

る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
基
本
と
し
て
予
算
編

成
を
行
っ
た
結
果
、
本
町
の
平
成
24

年
度
一
般
会
計
当
初
予
算
の
総
額

は
１
０
１
億
２
，
５
１
８
万
８
千

円
で
、
前
年
度
に
比
べ
約
８
・９
％

の
伸
び
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
後
の
当
初
予
算
と
し
ま
し

て
は
、
は
じ
め
て
１
０
０
億
円
を

上
回
る
積
極
的
予
算
で
あ
り
、
財

政
の
厳
し
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、

国
・
県
の
補
助
金
・
交
付
金
を
は

じ
め
過
疎
対
策
事
業
債
、
合
併
特

例
事
業
債
等
、
有
利
な
起
債
の
活

用
を
図
る
と
と
も
に
、
財
政
調
整

基
金
等
の
繰
り
入
れ
に
よ
り
対
応

し
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
紀
北
町
第
１
次
総

合
計
画
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、

主
な
施
策
の
概
要
に
つ
い
て
申
し

上
げ
ま
す
。

　

基
本
目
標
の
一
つ
目
の
「
自
然

と
共
生
し
、
快
適
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て

で
す
が
、
ま
ず
は
、
最
重
要
課
題

の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
る
安

全
・
安
心
へ
の
取
り
組
み
で
す
。

　
３
・
11
の
東
日
本
大
震
災
発
生
以

来
、「
よ
り
早
く
、
よ
り
高
く
」

を
合
言
葉
に
、
各
自
主
防
災
会
か

ら
要
望
の
多
か
っ
た
津
波
避
難
路

整
備
に
つ
い
て
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
て
い
ま
す
が
、
平
成
24

年
度
も
引
き
続
き
整
備
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
浸
水
を
想
定
し
た
高
台

へ
の
自
主
防
災
倉
庫
の
新
設
・
移

転
、
夜
間
停
電
時
の
避
難
路
等
の

安
全
確
保
の
た
め
、
ソ
ー
ラ
ー

街
灯
の
増
設
を
進
め
る
と
と
も
に
、

シ
ー
ル
等
に
よ
る
海
抜
表
示
、
飲

料
水
・
食
糧
等
の
災
害
用
備
蓄
品

の
こ
れ
ま
で
以
上
の
確
保
に
努
め

ま
す
。
さ
ら
に
、
共
助
の
要
と
な

る
自
主
防
災
会
の
よ
り
一
層
の
活

性
化
を
図
る
た
め
、
地
域
の
自
主

的
な
避
難
路
整
備
等
の
取
り
組
み

に
対
す
る
新
た
な
助
成
制
度
を
創

設
し
、
自
主
防
災
会
の
活
動
を
支

援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
に
よ
る
被
害
を
最

小
限
に
く
い
止
め
る
た
め
に
は
、

住
民
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
の

高
揚
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
三
重
大
学
大
学
院
・

工
学
研
究
科　

川
口
淳
准
教
授
に

紀
北
町
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
就

任
い
た
だ
き
、
自
主
防
災
会
等
を

中
心
と
し
た
防
災
講
演
会
、
タ
ウ

ン
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、
研
修
会
等
、

防
災
・
減
災
の
教
育
訓
練
等
を
通

し
て
さ
ま
ざ
ま
な
ご
指
導
・
ご
提

言
を
い
た
だ
き
、
町
全
体
の
防
災

力
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

次
に
、
環
境
保
全
対
策
で
は
、

資
源
ご
み
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
整
備

に
着
手
し
、
ま
ず
平
成
24
年
度
は
、

紀
北
町
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
旧

焼
却
炉
解
体
を
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
引
き
続
き
資
源
ご
み
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
計
画
的
に
整
備
し
な
が

ら
、
よ
り
充
実
し
た
資
源
ご
み
等

の
収
集
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
苗
の
配
布
等
に
よ
る

緑
の
カ
ー
テ
ン
の
普
及
・
啓
発
を

行
い
、
家
庭
で
の
温
暖
化
防
止
へ

の
取
り
組
み
を
進
め
る
と
と
も
に
、

引
き
続
き
イ
ベ
ン
ト
・
研
修
・
講

座
等
に
お
い
て
、
ご
み
の
減
量
化

や
リ
サ
イ
ク
ル
の
啓
発
推
進
に
努

め
な
が
ら
、
資
源
の
有
効
利
用
と

Ｃ
Ｏ　
の
削
減
等
、
環
境
負
荷
の

低
減
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
排
水
対
策
で
は
、

引
き
続
き
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置

を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
環
境
保

全
の
た
め
の
水
質
調
査
や
大
気
環

境
調
査
及
び
、
廃
棄
物
の
不
法
投

棄
防
止
の
た
め
の
看
板
設
置
や
環

境
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強
化
に
も
努
め

ま
す
。

　

港
湾
・
海
岸
整
備
で
は
、
引
本

港
等
海
岸
堤
防
の
老
朽
化
対
策
と
、

高
浜
海
岸
の
浸
食
や
船
津
川
・
銚

子
川
の
河
口
閉
塞
に
つ
い
て
関
係

機
関
に
対
応
を
求
め
る
と
と
も
に
、

長
島
港
で
は
、
呼
崎
・
名
倉
海
岸

の
堤
防
補
強
の
事
業
促
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
樋
門
扉
の

自
動
化
に
つ
い
て
は
、
引
本
港
陸

閘
が
完
成
し
、
長
島
港
陸
閘
で
は
、

す
で
に
完
成
し
た
２
基
以
外
の
箇

所
に
つ
い
て
工
事
が
実
施
さ
れ
ま

２

り
っ

こ
う

予
算
編
成
の
考
え
方

と
予
算
規
模　

自
然
と
共
生
し
、
快

適
で
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り　

▲昭和35年のチリ津波 (長島 )
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す
。

　

砂
防
対
策
で
は
、
土
砂
災
害
防

止
法
に
基
づ
き
、
土
砂
災
害
警
戒

区
域
等
を
指
定
す
る
た
め
、
平
成

22
年
度
よ
り
基
礎
調
査
が
行
わ
れ

て
お
り
、
平
成
24
年
度
に
お
い
て

も
三
浦
地
区
、
東
長
島
地
区
、
相

賀
地
区
、
島
勝
浦
地
区
の
基
礎
調

査
が
継
続
し
て
行
わ
れ
ま
す
。

　

河
川
対
策
で
は
、
県
の
河
川
事

業
に
よ
り
、
海
山
区
で
は
内
頭
川

の
樋
門
、
船
津
川
の
河
床
掘
削
等

の
整
備
が
引
き
続
き
実
施
さ
れ
、

紀
伊
長
島
区
の
赤
羽
川
で
は
、
河

川
堤
防
補
強
の
た
め
、
漏
水
対
策

の
設
計
業
務
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

町
管
理
河
川
の
整
備
は
、
紀
伊
長

島
区
で
は
引
き
続
き
「
準
用
河
川

古
戸
川
」
の
整
備
を
実
施
し
、
海

山
区
で
は
、
新
た
に
「
準
用
河
川

小
松
原
谷
川
」
の
整
備
に
着
手
し

ま
す
。

　

土
石
流
対
策
の
施
設
整
備
で
は
、

海
山
区
の「
上
里
・
火
の
谷
川
」「
矢

口
浦
・
白
越
谷
川
」
及
び
「
島
勝

浦
・
向
井
谷
川
」、
紀
伊
長
島
区

の
「
海
野
・
楠
木
谷
川
」
の
砂
防

堰
堤
工
事
が
継
続
し
て
実
施
さ
れ

ま
す
。
ま
た
、海
山
区
の「
便
ノ
山
・

宇
山
地
区
」
の
地
す
べ
り
対
策
事

業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

急
傾
斜
地
崩
壊
対
策
で
は
、
台

風
12
号
に
よ
り
一
部
崩
壊
し
た
紀

伊
長
島
区
の
西
町
地
区
と
、
松
本
・

新
町
地
区
に
お
い
て
対
策
工
事
が

実
施
さ
れ
ま
す
。

　

交
通
・
通
信
体
系
の
道
路
網
整

備
で
は
、
い
よ
い
よ
本
年
３
月
20

日
に
、
近
畿
自
動
車
道
・
紀
勢
線

の
「
海
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

と
「
尾
鷲
北
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」

間
が
開
通
し
ま
す
。
ま
た
、
平
成

24
年
度
中
に
は
「
紀
勢
・
大
内
山

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
と
「
紀
伊

長
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
間
が

開
通
し
、平
成
25
年
度
中
に
は
「
紀

伊
長
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
と

「
海
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
」
間

が
、
開
通
す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

県
の
道
路
事
業
で
は
、「
国
道

４
２
２
号
・
紀
伊
長
島
イ
ン
タ
ー

線
」「
矢
口
浦
上
里
線
」
及
び
「
長

島
港
古
里
線
」
の
整
備
が
引
き
続

き
実
施
さ
れ
ま
す
。

　

町
の
道
路
事
業
で
は
、「
過
疎

対
策
事
業
債
」
を
活
用
し
て
、
住

民
生
活
に
密
着
し
た
道
路
の
改
良

や
舗
装
等
、
必
要
性
や
優
先
度
を

踏
ま
え
つ
つ
整
備
を
進
め
ま
す
。

海
山
区
で
は
引
き
続
き
「
小
山
山

側
線
」、「
本
地
２
号
線
」
の
道
路

整
備
を
行
う
と
と
も
に
、
新
た
に

「
相
賀
朝
日
町
３
号
線
」、「
二
ノ

場
５
号
線
」
等
の
道
路
整
備
を
行

い
ま
す
。
紀
伊
長
島
区
で
は
、
引

き
続
き
「
中
田
１
号
線
」、「
山
本

５
号
線
」
の
整
備
、
ま
た
新
た
に

「
久
野
線
」、「
中
道
２
号
線
」
等

の
道
路
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
で
は
、
人
口
減
少
や

節
水
意
識
の
高
ま
り
等
に
伴
う
水

道
事
業
収
益
の
減
少
に
よ
る
経
営

の
悪
化
や
老
朽
施
設
の
更
新
、
大

地
震
対
策
と
し
て
の
施
設
の
耐
震

化
等
の
問
題
に
直
面
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
24
年
度
に
お
い
て
は
、

紀
伊
長
島
区
紅
ヶ
平
浄
水
場
の
電

気
計
装
設
計
委
託
を
行
い
、
平

成

年
度
よ
り
改
修
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
現
在
、
本
町
の
水
道

事
業
の
現
状
の
把
握
・
分
析
を
行

い
、
総
合
的
に
問
題
点
を
明
ら
か

に
す
る
と
と
も
に
課
題
の
抽
出
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今

後
、
計
画
的
に
施
設
整
備
を
進
め

る
と
と
も
に
、
長
期
的
な
収
支
バ

ラ
ン
ス
の
見
通
し
を
立
て
、
経
営

基
盤
の
強
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、「
互
い
に
支
え
合
い
、

健
康
で
い
き
い
き
と
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

子
ど
も
や
家
庭
を
取
り
巻
く
環

境
は
厳
し
さ
を
増
す
中
、
少
子
化

対
策
と
し
て
「
安
心
し
て
子
ど
も

を
生
み
、
健
や
か
に
育
む
ま
ち
づ

く
り
」
の
基
本
理
念
の
も
と
、
家

庭
と
地
域
が
子
育
て
す
る
力
を
高

め
て
い
く
環
境
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
地
域
に
お
け
る
子

育
て
支
援
と
し
て
、
保
育
所
、
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
は
も
と
よ
り
、

平
成
22
年
度
か
ら
、
町
内
２
ヵ
所

に
設
置
さ
れ
た
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
等
、
子
育
て
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス

に
対
す
る
支
援
を
引
き
続
き
実
施

し
ま
す
。
ま
た
、
乳
幼
児
医
療
費

の
無
料
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
22
年
度
か
ら
、
入
院
に
限
り
対

象
年
齢
を
小
学
校
６
年
生
ま
で
拡

大
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
本

年
９
月
か
ら
名
称
を
「
子
ど
も
医

療
費
」
と
し
、
入
院
だ
け
で
な
く

通
院
に
つ
い
て
も
無
料
化
を
実
施

し
、
さ
ら
に
医
療
費
負
担
の
軽
減

を
図
る
こ
と
で
子
育
て
支
援
の
充

実
に
努
め
ま
す
。

　

高
齢
者
対
策
で
は
、
高
齢
者
の

安
全
や
見
守
り
等
に
資
す
る
事
業

と
し
て
、
緊
急
通
報
装
置
の
設
置

事
業
、
配
食
サ
ー
ビ
ス
事
業
等
を

継
続
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
高

齢
者
の
身
体
等
の
状
況
が
確
認
で

き
る
救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト
を
配

布
し
、
安
全
対
策
を
図
り
ま
す
。

６

こ　

ど

こ
ま
つ
ば
ら
た
にし

ろ
ご
え
た
に

く
す
の
き
だ
に

25

互
い
に
支
え
合
い
、
健

康
で
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
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さ
ら
に
、「
地
域
介
護
予
防
活
動

支
援
事
業
」
に
よ
る
健
康
保
持
へ

の
活
動
や
、
民
生
委
員
や
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
の
協
力
を

得
て
、「
地
域
で
の
見
守
り
活
動
」

の
推
進
を
図
る
と
と
も
に
、
介
護

基
盤
整
備
対
策
と
し
て
、
新
た
に

民
間
が
実
施
す
る
地
域
密
着
型
の

小
規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設

２
ヵ
所
の
整
備
に
対
す
る
助
成
も

実
施
し
ま
す
。　

　

ま
た
、
バ
ス
路
線
空
白
地
域
に

お
け
る
高
齢
者
等
の
移
動
手
段
の

確
保
と
し
て
、
平
成
23
年
７
月
に

試
行
運
行
を
開
始
し
た
「
い
こ
か

バ
ス
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
在
、

２
地
域
を
モ
デ
ル
地
区
と
し
て
運

行
し
て
い
ま
す
が
、
今
後
運
行
時

間
や
運
行
方
法
等
を
検
証
し
改
善

を
行
っ
た
う
え
で
、
地
域
を
さ
ら

に
広
げ
本
格
運
行
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

障
が
い
者
福
祉
施
策
で
は
、
医

療
費
助
成
や
障
害
者
自
立
支
援
法

に
基
づ
く
介
護
・
訓
練
等
給
付
事

業
等
を
は
じ
め
、
じ
ん
臓
機
能
障

害
に
よ
る
人
工
透
析
等
、
通
院
に

要
す
る
経
済
的
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
の
助
成
に
つ
い
て
も
、
引
き

続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
紀
北

広
域
連
合
の
障
害
者
支
援
施
設
整

備
計
画
に
基
づ
く
紀
北
作
業
所
等

の
改
修
整
備
に
つ
い
て
も
、
平
成

24
年
度
か
ら
着
手
し
積
極
的
に
進

め
て
い
き
ま
す
。

　

次
に
、
町
民
の
皆
様
の
健
康
づ

く
り
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平

成
21
年
度
に
立
ち
上
げ
た
「
紀
北

町
民
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
会
」
を

中
心
と
し
て
、
さ
ら
な
る
会
員

登
録
を
促
す
と
と
も
に
、
平
成
23

年
度
か
ら
は
毎
月
第
３
日
曜
日

を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
日
と
定
め
、

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
推
進
に
努
め
て

い
ま
す
。
今
後
も
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

教
室
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る

等
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
定
着
と
、

紀
北
町
オ
リ
ジ
ナ
ル
健
康
体
操
の

「
き
ほ
く
活
活
体
操
」
も
、
い
ろ

い
ろ
な
機
会
を
と
ら
え
て
周
知
・

活
用
を
図
り
、
よ
り
多
く
の
住
民

が
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。　

　

予
防
接
種
・
が
ん
検
診
事
業
に

つ
き
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
予
防
接
種
事

業
で
は
、
従
来
の
接
種
事
業
に
加

え
、
平
成
24
年
度
か
ら
新
た
に
高

齢
者
の
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
接
種

の
一
部
助
成
も
実
施
し
ま
す
。
ま

た
、
各
種
が
ん
検
診
事
業
で
は
、

子
宮
が
ん
検
診
、
乳
が
ん
検
診
の

毎
年
受
診
、「
働
く
世
代
へ
の
大

腸
が
ん
検
診
事
業
」
や
、「
女
性

特
有
の
が
ん
検
診
事
業
」
に
つ
い

て
休
日
実
施
を
引
き
続
き
実
施
す

る
等
、
受
診
率
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

　

国
民
健
康
保
険
事
業
で
は
、
高

騰
を
続
け
る
医
療
費
抑
制
対
策
と

し
て
、
平
成
24
年
度
を
「
医
療
費

適
正
化
強
化
年
」
と
位
置
付
け
、

昨
年
度
に
引
き
続
き
脳
ド
ッ
ク
検

診
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
特
定

健
康
診
査
に
つ
い
て
は
、
特
定
健

康
診
査
等
実
施
計
画
に
定
め
た

目
標
受
診
率
65
％
の
達
成
に
向
け
、

平
成
24
年
度
は
受
診
料
を
無
料
に

し
て
受
診
率
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
東
紀
州
地
域
の
自
殺
率
が

高
い
と
い
う
現
状
を
ふ
ま
え
、
引

き
続
き
防
止
の
た
め
の
啓
発
事
業

を
実
施
し
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
支
え
合
い
の
観
点
か

ら
、「
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
紀
北

町
を
つ
く
る
条
例
」
の
制
定
と
、

男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
策
定

を
行
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
人

権
意
識
の
高
揚
を
図
る
と
と
も
に
、

男
女
が
と
も
に
家
庭
、
職
場
、
地

域
等
、
多
く
の
分
野
で
力
を
発
揮

し
、
平
等
に
活
躍
で
き
る
社
会
の

構
築
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

次
に
、「
地
域
の
資
源
を
生
か

し
、
活
力
と
魅
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

農
業
振
興
施
策
で
は
、
県
営
中

山
間
総
合
整
備
事
業
を
中
心
に
農

用
地
内
を
対
象
に
、
農
業
生
産
基

盤
と
し
て
農
業
用
水
路
や
揚
水
機

の
改
修
を
行
う
と
と
も
に
、
安
定

的
な
利
水
が
で
き
る
よ
う
施
設
の

維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
農
地
制
度
実
施
円
滑
化

事
業
・
土
地
改
良
施
設
維
持
管
理

適
正
化
事
業
・
農
地
防
災
事
業
・

緊
急
雇
用
創
出
事
業
等
に
よ
り
、

農
業
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
る

と
と
も
に
、
生
産
農
家
に
お
け
る

農
地
の
利
用
状
況
、
耕
作
状
況
を

把
握
し
、
そ
の
対
策
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

　

有
害
鳥
獣
対
策
で
は
、
猟
友
会

と
連
携
を
図
り
、
増
加
の
傾
向
に

あ
る
サ
ル
・
イ
ノ
シ
シ
・
シ
カ
等

の
獣
害
被
害
に
対
し
適
切
な
駆
除

に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
獣
害
防
止

用
の
た
め
に
設
置
す
る
電
気
柵
等

の
資
材
費
用
を
助
成
す
る
と
と
も

に
、
今
後
も
自
治
会
や
関
係
団
体

等
と
密
接
に
連
携
し
つ
つ
、
鳥
獣

害
防
止
総
合
対
策
事
業
を
推
進
し

被
害
の
軽
減
に
努
め
ま
す
。

　

林
業
振
興
施
策
で
は
、
林
道
安

全
対
策
管
理
助
成
事
業
・
森
林
整

備
地
域
活
動
支
援
交
付
金
事
業
・

森
林
環
境
創
造
事
業
・
造
林
事
業

等
に
よ
り
適
正
な
森
林
の
管
理
を

促
進
し
、
持
続
的
な
生
産
の
た
め

の「
生
産
林
」
　
と
Ｃ
Ｏ
の
吸
収
に

よ
る
地
球
環
境
の
保
全
等
、
森
林

の
有
す
る
多
面
的
機
能
を
重
視
し

た
「
環
境
林
」
の
公
益
的
機
能
の

向
上
を
図
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
、
東
京
都
港
区
と

低
炭
素
社
会
の
実
現
を
目
的
に
、

山
林
が
あ
る
自
治
体
が
協
力
し
て

７
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地
域
の
資
源
を
生
か

し
、
活
力
と
魅
力
あ

ふ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
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国
産
材
の
活
用
を
進
め
る
協
定
を

締
結
し
て
お
り
、
町
産
材
が
港
区

で
情
報
発
信
さ
れ
活
用
さ
れ
る
こ

と
で
、
林
業
の
活
性
化
に
つ
な
が

る
よ
う
努
め
る
と
と
も
に
、
地
域

産
材
の
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
、

従
来
の
木
造
住
宅
新
築
促
進
事
業

奨
励
金
を
よ
り
充
実
さ
せ
、
新
た

に
紀
北
町
木
造
住
宅
建
築
促
進
事

業
補
助
金
を
創
設
し
ま
す
。
地
域

産
材
を
利
用
し
て
町
内
に
住
宅
を

建
て
た
方
を
対
象
に
助
成
す
る
も

の
で
あ
り
、
こ
れ
に
よ
り
、
さ
ら

な
る
林
業
振
興
と
地
域
経
済
の
活

性
化
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

水
産
業
振
興
施
策
で
は
、
種
苗

の
放
流
や
藻
場
等
の
調
査
、
漁
業

近
代
化
利
子
補
給
事
業
、
漁
協
合

併
に
伴
う
支
援
、
外
国
人
漁
業
研

修
生
受
入
対
策
事
業
、
漁
業
担
い

手
対
策
事
業
、
漁
港
の
維
持
管
理

事
業
等
を
実
施
し
、
漁
業
生
産
基

盤
の
整
備
及
び
水
産
資
源
の
増
殖

に
努
め
る
こ
と
に
よ
り
、
水
産
業

の
振
興
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

商
工
振
興
施
策
で
は
、
紀
北
町

商
工
会
と
の
連
携
を
強
化
し
、
引

き
続
き
中
小
企
業
指
導
育
成
事
業

に
よ
る
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

恒
例
と
な
っ
て
い
る
「
年
末
き
い

な
が
し
ま
港
市
」
へ
の
支
援
、
一

次
産
品
を
含
め
た
町
内
産
品
等
の

ブ
ラ
ン
ド
化
等
を
進
め
地
場
産
業

の
育
成
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
で
、
雇
用
情
勢
は
引
き
続

き
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

平
成
21
年
度
か
ら
継
続
し
て
い
た

ふ
る
さ
と
雇
用
再
生
特
別
交
付
金

事
業
は
平
成
23
年
度
を
も
っ
て
終

了
し
ま
す
が
、
緊
急
雇
用
創
出
臨

時
交
付
金
を
引
き
続
き
活
用
し
、

14
名
の
雇
用
を
創
出
す
る
等
雇
用

情
勢
の
改
善
に
も
努
め
ま
す
。

　

観
光
振
興
施
策
で
は
、
高
速
道

路
の
延
伸
が
間
近
に
迫
る
中
、
い

か
に
紀
北
町
に
立
ち
寄
っ
て
も
ら

う
か
、
ま
た
、
目
的
地
と
し
て
も

ら
う
か
、
そ
の
た
め
の
仕
掛
け
づ

く
り
を
早
急
に
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
紀
北
町
観
光
協
会
に

委
託
し
て
実
施
し
て
き
た
ふ
る
さ

と
雇
用
再
生
特
別
基
金
事
業
は
終

了
し
ま
す
が
、
今
後
の
観
光
施
策

の
重
要
性
に
鑑
み
、
町
単
独
事
業

と
し
て
引
き
続
き
紀
北
町
観
光
協

会
に
委
託
し
て
観
光
推
進
を
図
り

ま
す
。
委
託
内
容
と
し
て
は
、
ス

ポ
ー
ツ
合
宿
の
受
け
入
れ
、
き
ほ

く
倶
楽
部
の
会
員
の
増
強
、
き
ほ

く
ラ
ブ
め
し
決
定
戦
の
開
催
、
観

光
ツ
ア
ー
の
受
け
入
れ
、
新
た
な

観
光
商
品
の
開
発
、
メ
デ
ィ
ア
へ

の
Ｐ
Ｒ
活
動
等
で
す
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
町
、
観
光
協
会
が
協
働

し
な
が
ら
観
光
振
興
、
と
り
わ
け

誘
客
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
番
組
Ｐ
Ｒ

事
業
に
つ
き
ま
し
て
も
、
時
間
を

短
縮
し
た
か
た
ち
で
継
続
し
、
さ

ら
に
紀
北
町
の
魅
力
の
発
信
に
努

め
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
８
月
に
三
重
県
が

観
光
営
業
拠
点
事
業
と
し
て
立
ち

上
げ
た
「
三
重
の
観
光
営
業
拠
点

運
営
協
議
会
」
に
本
年
４
月
か
ら

本
町
も
参
加
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。
こ
の
組
織
は
、
県
、
市

町
、
県
観
光
連
盟
等
が
協
働
し
て

観
光
客
誘
致
と
消
費
の
拡
大
を
図

る
こ
と
を
目
的
に
、
名
古
屋
市
で

の
観
光
と
物
産
の
情
報
発
信
に
加

え
、
地
域
企
画
型
旅
行
商
品
の
造

成
、
セ
ー
ル
ス
、
お
も
て
な
し
・

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
首
都
圏
に
お

け
る
ト
ラ
イ
ア
ル
シ
ョ
ッ
プ
事
業

等
を
行
っ
て
い
ま
す
。
本
町
も
こ

の
組
織
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
誘
客
の
拡
大
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
「
紀
伊
長
島
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
」
と
「
海
山
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
」
間
に
計
画
さ
れ
る
三
浦
道
路

休
憩
施
設
に
つ
い
て
も
、
防
災
対

策
上
は
も
と
よ
り
、
地
域
の
情
報

発
信
や
産
業
振
興
の
う
え
か
ら
も

重
要
な
施
設
と
し
て
期
待
さ
れ
る

も
の
で
す
。
引
き
続
き
関
係
機
関

と
連
携
の
も
と
防
災
、
物
産
販
売
、

情
報
発
信
等
に
対
応
し
た
施
設
の

整
備
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を

進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
の
春
、
都
市

緑
化
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
等

を
目
的
と
す
る
第
24
回
全
国
「
み

ど
り
の
愛
護
」
の
つ
ど
い
が
、
紀

北
町
内
の
熊
野
灘
臨
海
公
園
で
開

催
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

た
い
へ
ん
光
栄
な
こ
と
で
す
。
例

年
、
皇
室
か
ら
の
ご
臨
席
を
賜
り

開
催
さ
れ
る
大
規
模
な
行
事
で
あ

り
、
国
・
県
と
と
も
に
開
催
準
備

を
進
め
、
紀
北
町
を
発
信
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

次
に
、「
豊
か
な
心
を
育
み
、

人
と
文
化
が
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」

に
つ
い
て
で
す
。

　

学
校
教
育
で
は
、
基
礎
学
力
の

充
実
と
個
性
の
伸
長
を
図
り
な
が

ら
、
生
き
る
力
の
育
成
を
重
視
し

た
特
色
あ
る
教
育
活
動
と
信
頼
さ

れ
る
学
校
づ
く
り
の
推
進
や
、
子

ど
も
た
ち
に
と
っ
て
安
全
・
安
心

な
学
校
施
設
の
整
備
等
、
総
合
的

な
教
育
環
境
の
向
上
を
め
ざ
し
ま

す
。

８

豊
か
な
心
を
育
み
、

人
と
文
化
が
輝
く
ま

ち
づ
く
り
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懸
案
で
あ
り
ま
し
た
学
校
施
設

の
耐
震
化
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
紀

北
町
学
校
施
設
耐
震
整
備
計
画
」

に
基
づ
き
、
順
次
進
め
て
き
て
お

り
、
現
在
改
築
中
の
紀
北
中
学
校

が
平
成
24
年
6
月
末
に
完
成
す
る

予
定
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
す
べ

て
の
学
校
施
設
の
耐
震
化
が
完
了

し
ま
す
。

　

ま
た
、
各
小
中
学
校
に
お
い
て

老
朽
化
し
た
遊
具
の
修
繕
等
、
適

切
な
学
校
施
設
の
修
繕
整
備
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
す
べ
て
の
児

童
・
生
徒
そ
れ
ぞ
れ
に
、
個
人
の

尊
厳
が
重
ん
じ
ら
れ
、
障
が
い
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
子
ど
も
た

ち
が
一
緒
に
学
び
、
互
い
に
尊
重

し
あ
う
感
性
を
育
む
た
め
に
同
じ

教
室
で
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
介
助
教
員
の
増
員
、

配
置
を
引
き
続
き
行
う
等
、
総
合

的
な
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　

生
涯
学
習
施
策
で
は
、
平
成
23

年
度
か
ら
進
め
て
い
ま
す
図
書
シ

ス
テ
ム
が
平
成
24
年
度
に
完
成
し

ま
す
。
各
館
の
蔵
書
を
デ
ー
タ
化

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
町
内
３
館

の
図
書
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

し
て
各
家
庭
か
ら
で
も
検
索
が
で

き
、
ま
た
県
立
図
書
館
の
シ
ス
テ

ム
と
町
の
シ
ス
テ
ム
を
接
続
す
る

こ
と
に
よ
り
、
相
互
の
検
索
や
貸

し
借
り
も
館
内
の
タ
ッ
チ
パ
ネ
ル

で
簡
単
に
で
き
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
利
用
者
の
利
便
性
の
向
上
と

と
も
に
、
さ
ら
に
蔵
書
数
も
増
や

す
等
、
図
書
館
機
能
の
充
実
を
図

り
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
は
、
健
康
づ
く
り
や

体
力
向
上
の
み
な
ら
ず
、
仲
間
づ

く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
等
、
地

域
づ
く
り
に
お
い
て
重
要
な
役
割

を
果
た
す
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ス
ポ
ー
ツ
振
興
、
ス
ポ
ー
ツ
交
流

に
つ
い
て
総
合
的
な
推
進
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

　

平
成
24
年
度
は
、
本
庁
舎
移
転

と
と
も
に
隣
接
す
る
体
育
館
の
改

修
や
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
等
の
生

涯
学
習
施
設
整
備
を
予
定
し
て
お

り
、
県
営
・
熊
野
灘
臨
海
公
園
事

業
に
よ
る
海
山
区
・
大
白
公
園
の

多
目
的
広
場
も
完
成
に
向
け
整
備

が
進
め
ら
れ
ま
す
。
既
存
の
町
内

体
育
施
設
と
合
わ
せ
て
活
用
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
さ
ら
に
ス
ポ
ー

ツ
交
流
事
業
に
力
を
入
れ
、
引
き

続
き
町
外
の
チ
ー
ム
を
招
い
て
開

催
さ
れ
る
交
流
大
会
経
費
の
一
部

を
助
成
す
る
等
、
県
内
外
か
ら
の

団
体
や
チ
ー
ム
の
受
け
入
れ
を
進

め
な
が
ら
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
よ

る
町
の
活
性
化
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

ま
た
、
総
合
型
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
事
業
で
は
誰
で
も
参
加
で
き
る

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
し
て
平
成
23

年
２
月
か
ら
「
紀
北
健
康
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
」
を
設
立
し
、
エ
ア
ロ

ビ
ク
ス
、
子
ど
も
水
泳
教
室
、
陸

上
教
室
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
等

多
く
の
参
加
者
を
得
て
い
ま
す
。

特
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
高
齢

者
の
み
な
ら
ず
幅
広
い
年
齢
層
に

対
応
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
、

よ
り
多
く
の
町
民
が
参
加
で
き
る

よ
う
積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

次
に
、「
自
立
を
め
ざ
し
、
住

民
と
行
政
が
と
も
に
歩
む
ま
ち
づ

く
り
」
に
つ
い
て
で
す
。

　

国
に
お
き
ま
し
て
は
、
平
成
24

年
度
か
ら
26
年
度
を
対
象
と
す
る

中
期
財
政
フ
レ
ー
ム
を
閣
議
決
定

し
、
国
債
発
行
額
の
抑
制
、
税
制

改
革
と
と
も
に
、
徹
底
し
た
歳
出

抑
制
に
よ
り
財
政
健
全
化
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
こ
と
を
打

ち
出
し
て
お
り
、
今
後
の
地
方
財

政
へ
の
影
響
に
つ
い
て
注
視
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

特
に
、
本
町
に
お
き
ま
し
て
は
、

合
併
後
の
普
通
交
付
税
の
算
定
替

に
よ
る
加
算
が
、
平
成
28
年
度
か

ら
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
い
く
こ

と
か
ら
、
そ
れ
を
想
定
し
た
行
財

政
運
営
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
事
務
事
業
の
見
直

し
等
、
徹
底
し
た
行
政
経
費
の
節

減
は
も
と
よ
り
、
基
金
の
造
成
、

起
債
の
計
画
的
な
抑
制
等
、
引
き

続
き
行
財
政
改
革
を
推
進
し
、
将

来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
財
政
の

健
全
化
に
努
め
ま
す
。

　

最
後
に
、
産
廃
訴
訟
に
係
る
損

害
賠
償
請
求
事
件
に
つ
い
て
で
す
。

本
件
は
、
紀
北
町
に
と
り
ま
し
て

最
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
り
、
解

決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
平
成

20
年
１
月
17
日
に
原
告
よ
り
国
家

賠
償
法
に
基
づ
く
損
害
賠
償
請
求

訴
訟
を
津
地
裁
に
提
起
さ
れ
て
か

ら
４
年
が
経
過
し
、
い
よ
い
よ
最

終
段
階
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
平
成
24
年
度
中
に
は
津
地
裁

に
お
い
て
判
決
が
あ
る
も
の
と
思

わ
れ
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
訴

訟
代
理
人
で
あ
る
弁
護
士
の
方
々

と
も
十
分
協
議
を
重
ね
な
が
ら
、

勝
訴
に
向
け
最
善
を
尽
く
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

以
上
、
紀
北
町
第
１
次
総
合
計

画
の
基
本
目
標
に
基
づ
き
、
主
な

施
策
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
し
た
。

本
庁
舎
の
移
転
、
近
畿
自
動
車
道

紀
勢
線
の
延
伸
等
、
紀
北
町
は
今

後
、
さ
ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
に
さ

ら
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
私

は
、
こ
の
重
要
な
時
期
に
町
政
運

営
を
担
う
者
と
し
て
、
町
民
の
皆

様
へ
の
責
任
、
将
来
世
代
へ
の
責

任
を
強
く
自
覚
し
な
が
ら
、
紀
北

町
が
明
る
く
元
気
で
希
望
の
持
て

る
町
で
あ
り
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
国
や
県
へ
の
働
き
か
け

も
含
め
、
着
実
か
つ
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

　

常
に
町
民
の
皆
様
の
視
点
に
立

ち
、
町
民
の
皆
様
の
声
と
願
い
を

行
政
に
反
映
さ
せ
て
い
く
所
存
で

す
の
で
、
今
後
と
も
、
議
員
の
皆

様
の
ご
指
導
、
ご
協
力
を
賜
り
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
し
て
、

私
の
所
信
の
表
明
を
終
わ
ら
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

９

む
す
び

自
立
を
め
ざ
し
、
住

民
と
行
政
が
と
も
に

歩
む
ま
ち
づ
く
り
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自
己
紹
介
を
お
願
い
し
ま
す

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は

伝
え
た
い
こ
と
は

伝
え
た
い
こ
と
は

伝
え
た
い
こ
と
は

自
慢
し
た
い
こ
と
は

自
慢
し
た
い
こ
と
は

自
慢
し
た
い
こ
と
は

genk i j i n とは町内で頑張っている人にお話を聞か
せてもらい、紀北町の元気力を探っていくコーナー
です。
今回の「元気人」は、海藻の植え付けや海岸清掃等
に取り組んでいる中村文俊さんです。

元
気
人

    

島
勝
浦
の
尾
松
浜
を
中
心
に
、

海
の
ビ
オ
ト
ー
プ
（
生
物
の
生
息

空
間
）作
り
を
す
る
グ
ル
ー
プ「
海

守
り
」
の
代
表
を
し
て
い
ま
す
。

海
守
り
で
は
主
に
、
海
藻
の
苗
を

磯
に
植
え
付
け
、「
海
の
森
」
を

再
生
し
よ
う
と
活
動
し
て
い
ま

す
。
５
年
間
ほ
ど
町
を
離
れ
た
期

間
が
あ
り
、
地
元
に
い
る
時
に
は

感
じ
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
海
の

環
境
の
荒
廃
が
進
行
し
て
い
た
こ

と
に
気
付
き
ま
し
た
。
海
を
守
り

た
い
と
思
う
気
持
ち
が
日
に

日
に
強
く
な
り
、
今
の
活
動
を
始

め
る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

今
で
は
、
こ
の
活
動
で
海
に
潜
る

こ
と
が
趣
味
に
な
っ
て
い
ま
す
。

    

海
の
中
で
は
、「
磯
焼
け
」
と

い
う
現
象
に
よ
り
、
海
藻
が
生
え

な
く
な
り
、
魚
や
貝
が
減
っ
て
い

ま
し
た
。
鳥
羽
市
の
答
志
島
の
漁

師
さ
ん
が
、
磯
焼
け
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
る
こ
と
を
聞
き
、
協
力

す
る
こ
と
で
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
、

地
元
の
磯
に
も
海
藻
を
植
え
る
こ

と
を
始
め
ま
し
た
。「
ア
ラ
メ
」

と
「
カ
ジ
メ
」
の
胞
子
が
付
い
た

タ
コ
糸
を
、
モ
ル
タ
ル
を
塗
っ
た

石
に
巻
き
付
け
て
、
あ
る
程
度
育

て
て
か
ら
植
え
付
け
て
い
き
ま

す
。
海
辺
や
海
中
の
ご
み
拾
い
も

行
っ
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　

　　

ま
だ
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

実
績
も
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分
た

ち
が
頑
張
っ
て
植
え
た
海
藻
の
苗

が
大
き
く
育
っ
て
、
魚
た
ち
が
住

み
つ
き
、
イ
カ
が
産
卵
に
き
て
、

卵
を
産
み
付
け
て
く
れ
た
こ
と
は

本
当
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
少
し

は
、
生
ま
れ
育
っ
た
海
の
役
に
立

て
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

  

　

　

自
分
の
家
の
前
の
海
を
自
分
で

守
ろ
う
と
す
れ
ば
、
大
き
な
力
は

な
く
て
も
守
る
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
す
。
植
え
た
海
藻
の
胞
子

が
広
が
り
、
他
の
場
所
に
も
海
藻

が
た
く
さ
ん
生
え
る
よ
う
に
、
今

の
活
動
を
長
く
続
け
て
い
く
こ
と

が
目
標
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

　

　　

紀
北
町
に
は
１
，
０
０
０
ｍ
級

の
山
、
き
れ
い
な
川
、
広
い
海
が

あ
り
ま
す
。
自
然
と
の
遊
び
の
中

で
、
こ
の
自
然
を
守
り
た
い
、
大

事
に
し
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
育

つ
も
の
だ
と
思
う
の
で
、
思
い
っ

き
り
遊
ん
で
く
だ
さ
い
。　
　
　

　

　

　

子
ど
も
の
頃
に
遊
ん
だ
よ
う
な

海
を
よ
み
が
え
ら
せ
た
い
と
語
る

中
村
さ
ん
の
目
に
は
、
愛
す
る
海

を
守
る
と
い
う
決
意
と
、
大
き
な

優
し
さ
が
映
し
出
さ
れ
て
い
る
よ

う
に
見
え
ま
し
た
。　
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勝
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に
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の
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■ 

減
免
が
受
け
ら
れ
る

                       

軽
自
動
車
の
範
囲

○
障
が
い
を
持
つ
方
の
名
義
で
あ

る
こ
と
。た
だ
し
、
18
歳
未
満
の
場

合
は
、
各
種
手
帳
に
記
載
さ
れ
た

保
護
者
の
名
義
で
も
可
能
で
す
。

■ 

減
免
対
象
と
な
る

　
　
　
　
　

軽
自
動
車
の
条
件

①
本
人
が
運
転
す
る
軽
自
動
車

②
家
族
運
転
の
場
合
は
、
次
の
条

件
を
す
べ
て
充
た
す
こ
と

・
生
計
を
一
に
し
て
い
る

・
身
体
に
障
が
い
を
持
つ
方
の
通

院
、通
学
、通
所
ま
た
は
生
業
の
た

め
に
使
用
し
て
い
る

・
月
４
回
以
上
使
用
し
て
い
る

・
概
ね
６
ヵ
月
以
上
に
わ
た
っ
て

継
続
的
に
使
用
し
て
い
る

③
介
護
者
運
転
の
場
合
は
、身
体

に
障
が
い
を
持
つ
方
の
み
で
構
成

さ
れ
る
世
帯
の
方
を
常
時
介
護
す

る
方
が
、
身
体
に
障
が
い
を
持
つ

方
の
た
め
に
軽
自
動
車
を
使
用
す

る
こ
と
が
条
件
で
、
週
３
回
以
上

か
つ
１
年
以
上
に
わ
た
っ
て
継
続

的
に
使
用
し
て
い
る
こ
と

■
申
請
の
時
に
持
参
す
る
も
の

①
減
免
申
請
書
（
役
場
で
配
布
）

②
身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者

手
帳
、
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手

帳
、
療
育
手
帳
等

③
印
鑑
（
認
め
印
で
可
）

④
運
転
免
許
証　

⑤
車
検
証

⑥
使
用
目
的
の
証
明
書
（
通
院
証

明
書
等
、
役
場
で
配
布
）

※

本
人
運
転
の
場
合
は
、⑥
の
書

類
は
不
要
で
す
。

※
前
年
度
も
減
免
を
受
け
て
い
る

方
で
、
前
年
の
状
況
と
同
じ
場
合

に
は
②
④
⑤
の
書
類
は
不
要
で
す
。

■ 

申
請
期
間

４
月
２
日（
月
）〜
24
日（
火
）

※

普
通
自
動
車
等（
県
税
）で
減
免

を
受
け
て
い
る
方
は
対
象
外
で
す
。

問
い
合
わ
せ

本
庁
税
務
課
課
税
係

℡（
32
）３
９
０
８

■
検
査
の
対
象
と
な
る
計
量
器

①
商
店
・
露
店
等
の
商
品
売
買
用

②
病
院
・
薬
局
等
の
調
剤
用

③
病
院
・
学
校
等
の
体
重
測
定
用　

④
生
産
者
の
生
産
物
販
売
・
出
荷
用

⑤
工
場
・
事
業
所
等
の
材
料
購
入
・

製
品
販
売
用

⑥
農
協
・
漁
協
等
の
物
資
集
荷
・

出
荷
用

⑦
運
送
・
宅
配
業
等
の
貨
物
運
賃

算
出
用

⑧
体
重
別
ス
ポ
ー
ツ
の
計
量
用

■
手
数
料

　

検
査
手
数
料
は
種
類
や
能
力

に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

※

支
払
い
は
現
金
の
み
で
す
。

問
い
合
わ
せ

三
重
県
計
量
検
定
所

℡
０
５
９（
２
２
３
）５
０
７
１

本
庁
商
工
観
光
課
商
工
係

℡（
32
）３
９
０
５

■日程

■対象となる障がいの程度

障がいの区分 本人運転 家族運転
視覚障がい

聴覚障がい

平衡機能障がい

音声機能障がい

上肢機能障がい

下肢機能障がい

運動機能障がい

体幹機能障がい

心臓・腎臓・呼吸器機能・
膀胱・直腸・小腸機能障がい

ヒト免疫不全ウイルスによる
免疫機能障がい

肝臓機能障がい

知的障がい（療育手帳の
交付を受けている方）

精神障がい（精神障害者保健福
祉手帳の交付を受けている方）

１級～４級

２級・３級

３級

３級（喉頭摘出者に限る）

１級・２級

１級～６級 １級～３級

上肢機能
移動機能

１級・２級
１級～６級

１級～５級 １級～３級

１級・３級

１級～３級

１級～３級

（家族運転のみのため該当なし）

（家族運転のみのため該当なし）

A１、A2、A最重度、A重度

１級

１級～３級

　

４
月
１
日
現
在
に
お
い
て
、
身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
に
対
し
て
、
申
請
に
よ
り
軽
自
動
車（
軽
自
動
車
、
原
動
機
付
自

転
車
等
）の
税
金
が
、１
台
に
限
り
減
免
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
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障
が
い
を
持
つ
方
に
対
す
る

障
が
い
を
持
つ
方
に
対
す
る

障
が
い
を
持
つ
方
に
対
す
る

障
が
い
を
持
つ
方
に
対
す
る

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

軽
自
動
車
税
の
減
免
制
度

「
は
か
り
」の
検
査
を
忘
れ
ず
に
！

「
は
か
り
」の
検
査
を
忘
れ
ず
に
！

「
は
か
り
」の
検
査
を
忘
れ
ず
に
！

「
は
か
り
」の
検
査
を
忘
れ
ず
に
！

　

取
引
や
証
明
用
に
使
用
す
る「
は
か
り
」は
、
２
年
に
１
度
の
検

査
が
必
要
で
す
。必
ず
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

期日 時間 会場 地域

　9：00～

　9：00～

　13：00～

　13：00～14：00

　９：00～11：30

　13：30～16：30

　11：00～12：00

　9：00～10：00

　9：00～15：00

13：30～14：30

9：00～12：00

13：30～16：00

11：00～12：00

25 日 ( 水 )

24 日 ( 火 )

23 日 ( 月 )

20 日 ( 金 )

19 日 ( 木 )

18 日 ( 水 )

17 日 ( 火 )

4 月 16 日 ( 月 )

古里自然休養村管理センター

( 旧名称 : 海山漁業協同組合 )
三重外湾漁協紀州南支所

電気式はかり所在場所

電気式はかり所在場所

電気式はかり所在場所

中里集会所

紀北教育会館

白浦漁村センター

島勝漁村センター

多目的会館

三浦公民館

東長島公民館

馬瀬・河内・上里・
中里・船津

相賀・便ノ山・
小山浦・小浦

引本浦

矢口浦・白浦

島勝浦

西長島

三浦・道瀬

海野・古里

東長島

赤羽若者センター

※都合の悪い方は地域外の会場でも検査を受けることが可能です。



平成 24 年度農業者戸別所得補償制度平成 24 年度農業者戸別所得補償制度平成 24 年度農業者戸別所得補償制度
■交付対象者

■申請について

　対象作物の生産数量目標に従って販売目的で生産
（耕作）する販売農家・集落営農

　昨年度申請されている方には「紀北町地域農業再
生協議会」より申請書を送付します（５月予定）。
新規の方は下記受付窓口にて申請してください。
　なお、東紀州農業共済の営農計画書（細目書）を
確認書類として使用いたしますので、共済への提出
の際には面積、品目名、水稲以外については販売用・
自家用等を正確に記入いただくようお願いします。

■水田への助成

米に対する助成　 水田活用の所得補償交付金
（販売目的で生産している方のみ）

【米の所得補償交付金】
15,000円／10アール
【米価変動補てん交付金】
当年産の販売価格が標準的な販売価格を下
回った場合、その差額を補てん
【対象面積】
主食用米の作付面積から、自家消費米相当
分として一律10アールを控除して算定
※農業共済への加入が条件です。

【戦略作戦助成】

【二毛作助成】　　15,000円／10アール
【耕蓄連携助成】     13,000円／10アール
【産地資金】　地域の実情に即して、麦・大豆等の戦略作物の生
産性向上、地域振興作物（野菜等）や備蓄米の生産取組等を支援

対象作物 交付単価
麦、大豆、飼料作物 35,000円／ 10アール
米粉用、飼料用米、WCS用稲 80,000円／ 10アール
そば、なたね、加工用米 20,000円／ 10アール

■その他加算措置等
品質加算 再生利用加算 集落営農の法人化支援

規模拡大加算 緑肥輪作加算 畑作物の所得補償交付金

耕作物について数量払いの交付単
価を品質に応じて増減

畑の耕作放棄地を解消し、麦、大
豆、そば、なたねを作付けた場合
に一定額（2～3万円／10アール）
を最長5年間交付

集落営農が法人化した場合に、40
万円を定額で交付

規模の大小にかかわらず農地利用
集積円滑化事業により、面的集積
（連担化）した場合、利用権設定
した面積に2万円／10アールを交付

畑地に地力の維持・向上につなが
る作物を栽培してすき込む場合（
休閑緑肥）に、1万円／10アール
を交付

【数量払い】米、麦、大豆、てん菜、
でん粉原料用ばれいしょ、そば、な
たね

【詳しい内容、相談、その他問い合わせ】    
三重農政事務所　　　　 ℡ 0598-52-1511　　
本庁農林水産課農政係  　℡ 32-3916
その他の申請書類受付窓口･･･紀伊長島総合支所産業建設室、JA伊勢紀北事業部経済センター
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獣害防護柵等を設置される方へ獣害防護柵等を設置される方へ獣害防護柵等を設置される方へ
　サル、イノシシ、シカ等による農作物被害を防止するため、被害防止
効果が十分期待できる電気柵等（トタン、網、板等を含む）を設置する
方に対して、次の条件を満たす場合に、予算の範囲内で資材購入費の2分
の1以内を補助します。

■条件　・設置場所が町内であること
　　　　　・設置対象地の耕作面積が100㎡以上あること
　　　　　・平成24年4月1日以降の購入資材であること
■補助金限度額　
　　　　　   水稲、柑橘、野菜･･･100,000円
■手続き方法 
①電気柵等の補助を受けようとする方は、事業費等を記載した事業
　計画書を提出してください（4月1日から計画書を受け付けし、受
　付順に予算の範囲内において補助金の内示を行います）。
②事業計画書の提出後、補助金交付申請書に領収書（購入資材の明
　細がわかるもの）、位置図、写真（設置前と設置後）等を添え  
　て、10月末日までに申請してください。
※予算の都合上、交付できない場合があります。
※補助金申請は１年度に１回限りとします。
※事業計画書、補助金交付申請書の用紙は本庁農林水産課　
　または紀伊長島総合支所産業建設室内にあります。

【問い合わせ】　　　
本庁農林水産課農政係　　　　　　　　
℡32-3916
紀伊長島総合支所産業建設室産業振興係
℡47-1111

「全国の強豪と一つでも多く対戦したい」

「災害で活動した
    　　自衛隊に恥じぬよう頑張る」

　3月21日（水）から開催の第84回選抜高等学校野球
大会に出場した三重高等学校野球部の岡本拓朗主将
（新3年・相賀＝左）が、町長を表敬訪問しました。
　町長は「精一杯頑張ってほしい。町を挙げて応援し
ます」とエールを送りました。（3/2）

　難関の幹部候補生試験に合格し、久留米陸上自衛隊
幹部候補生学校に入校する東裕貴さん（24歳・東長島
＝中央）への激励会が、町長室で行われました。
　町長は「入隊すれば厳しくなると思うが、自分の芯
をつくり、これからの日本を背負っていただきたい」
と激励しました。（2/27）
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輝く若人



　
　

4
月
20
日  

金

　
　
　

4
月
19
日  

木

　
　
　

4
月
17
日  

火

　

下
表
の
日
程
で
集
合
注
射
を
実

施
し
ま
す
。送
付
さ
れ
た
ハ
ガ
キ
を

持
参
の
う
え
、会
場
へ
お
越
し
く
だ

さ
い（
ハ
ガ
キ
が
な
い
方
も
、
会
場

で
登
録
・
注
射
が
受
け
ら
れ
ま
す
）。

な
お
、集
合
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い

場
合
は
、６
月
末
ま
で
に
動
物
病
院

で「
注
射
」を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

※

１
週
間
前
ま
で
に
ハ
ガ
キ
が
届

か
な
い
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

会
場
で
の
咬
み
つ
き
事
故
な
ど
は
、

す
べ
て
飼
い
主
の
責
任
と
な
り
ま

す
。十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

咬
み
癖
、
無
駄
吠
え
な
ど
の
問

題
行
動
は
、
す
べ
て
飼
い
主
の
責

任
と
な
り
ま
す
。適
切
な
し
つ
け

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

病
気
の
予
防
や
、
問
題
行
動
の

予
防
に
も
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

公
園
、道
路
で
フ
ン
を
し
た
ら
、

す
ぐ
に「
ビ
ニ
ー
ル
袋
」な
ど
で
フ

ン
を
と
り
ま
し
ょ
う
。フ
ン
は

し
っ
か
り
袋
に
つ
め
て
臭
気
な
ど

が
漏
れ
な
い
よ
う
に
し
、
燃
え
る

ご
み
と
し
て
出
し
ま
し
ょ
う
。

　

犬
を
散
歩
す
る
と
き
は
綱
な
ど

で
つ
な
ぎ
、
犬
を
制
御
で
き
る
人

が
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

柵
な
ど
で
囲
ま
れ
た
飼
い
主
の

敷
地
内
、室
内
な
ど
、人
に
危
害
や

迷
惑
を
か
け
な
い
と
こ
ろ
は
例
外

で
す
が
、
人
の
通
路
に
な
っ
て
い

る
よ
う
な
と
こ
ろ
で
は
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。

　

万
が
一
、
犬
が
逃
げ
て
し
ま
っ

た
ら
す
ぐ
に
保
健
所
、警
察
、役
場

に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※

首
輪
に
鑑
札(

登
録
時
に
交
付)

を
つ
け
て
お
く
と
、
逃
げ
た
飼
い

犬
が
早
く
見
つ
か
り
ま
す
。

島勝漁村センター前 
白浦集会所前 
矢口浦集会所前 
長浜集会所前 
引本公民館前 
小山浦区民会館前 
便ノ山多目的集会施設前
相賀コミュニティセンター駐車場 
汐見集会所前 
海山体育館前（役場前） 
船津集会所前 
新田多目的集会施設前 
上里福祉会館前 
馬瀬多目的集会施設前 
中ノ島会館前 
海野コミュニティセンター前 
古里自然休養村センター前 
道瀬公民館前 
三浦公民館前
中原集会所前 
此ヶ野集会所前 

田中研磨加工所前
（旧農協十須支店前） 

大原公民館前 
役場赤羽出張所前 
志子農村婦人の家前 
旧農協志子支店前 
田山集会所前 
東長島公民館前 
出垣内会館　　 

紀伊長島体育館前
（紀伊長島総合支所前） 

山本会館前 
片上集会所前 
名倉集会所前 
呼崎集会所前 
中州区民館前 
多目的会館前

  9:30 ～   9:40
  9:50 ～ 10:00
10:10 ～ 10:50
11:10 ～ 11:20
11:30 ～ 11:45
13:30 ～ 13:40
13:50 ～ 14:00
14:10 ～ 14:30
14:40 ～ 15:00
15:10 ～ 15:40
  9:30 ～   9:50
10:00 ～ 10:15
10:35 ～ 11:00
11:10 ～ 11:25
13:30 ～ 13:55
14:05 ～ 14:20
14:30 ～ 14:40
14:50 ～ 15:00
15:10 ～ 15:30
  9:30 ～   9:35
  9:40 ～   9:45

  9:50 ～   9:55

10:05 ～ 10:10
10:20 ～ 10:30
10:40 ～ 10:55
11:00 ～ 11:10
11:15 ～ 11:25
11:35 ～ 12:05
13:30 ～ 14:00

14:10 ～ 14:50

  9:30 ～   9:50
10:00 ～ 10:20
10:30 ～ 10:40
10:45 ～ 11:05
11:10 ～ 11:20
11:30 ～ 11:55

　平成 24年度　
畜犬登録・狂犬病予防注射日程 守

り
ま
し
ょ
う
! !

必
ず
受
け
て
く
だ
さ
い
! !

狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

1
頭
あ
た
り
の
料
金

注
射
料
金 　

 

３
，
２
０
０
円

登
録
手
数
料 

３
，
０
０
０
円

登録・変更など
　新たに犬を飼われた方
や犬の住所を紀北町に移
された方は、「登録」を
してください。また、死
亡や飼い主変更の際は、
本庁環境管理課までご連
絡をお願いします。

飼
い
主
の
マ
ナ
ー

フ
ン
の
始
末
は
き
ち
ん
と

適
切
な
し
つ
け
を

繁
殖
を
望
ま
な
い
と
き
は

不
妊
・
去
勢
手
術
を

　
　
　

4
月
16
日  

月

　　　を飼って　　いる皆様へ

犬

犬
が
逃
げ
た
ら
連
絡
を

放
し
飼
い
は
禁
止
で
す

問
い
合
わ
せ

本
庁
環
境
管
理
課
環
境
管
理
係

℡（
32
）
３
９
１
１

紀
伊
長
島
総
合
支
所
福
祉
環
境
室

環
境
管
理
係

℡（
47
）
１
１
１
１

三
重
県
尾
鷲
保
健
福
祉
事
務
所

（
尾
鷲
保
健
所
）

℡（
23
）
３
４
６
１
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浄
化
槽（
合
併
処
理
浄
化
槽
）は
、

ト
イ
レ
や
台
所
、
洗
濯
、
風
呂
な
ど

の
汚
水
を
、微
生
物
の
働
き
を
利
用

し
て
き
れ
い
に
す
る
施
設
で
す
。微

生
物
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
を
保

つ
よ
う
に
維
持
管
理
を
行
う
こ
と

が
大
切
で
、保
守
点
検
、清
掃
、法
定

検
査
を
定
期
的
に
実
施
す
る
こ
と

が
浄
化
槽
法
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

微
生
物
が
活
躍
し
や
す
い
環
境

を
維
持
し
、使
っ
た
水
を
き
れ
い
に

し
て
か
ら
川
や
海
に
戻
し
ま
し
ょ

う
。

　

浄
化
槽
の
機
能
を
良
好
な
状
態

で
維
持
で
き
る
よ
う
に
、
汚
泥（
微

生
物
）や
機
器
の
点
検
、
調
整
な
ど

を
行
い
ま
す（
一
般
的
な
家
庭
用
で

は
年
３
〜
４
回
）。

　

浄
化
槽
保
守
点
検
業
の
登
録
業

者
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

浄
化
槽
の
機
能
を
十
分
に
発
揮

さ
せ
る
た
め
、
槽
内
に
た
ま
っ
た

汚
泥
な
ど
の
引
き
出
し
及
び
機
器

類
の
洗
浄
な
ど
を
行
う
作
業
で

す
。

　

町
の
許
可
を
受
け
た
浄
化
槽
清

掃
業
者
に
委
託
し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
守
点
検
・
清
掃
が
適
切
に
実

施
さ
れ
、浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に

維
持
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
総
合

的
に
判
断
す
る
た
め
の
検
査
で
す
。

浄
化
槽
法
で
は
年
に
１
回
受
け
る

こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
必
ず
受
検
し
て
く
だ
さ
い
。

受
検
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
知
事

か
ら
指
導
・
助
言
や
勧
告
、命
令
を

受
け
る
こ
と
が
あ
り
、命
令
に
従
わ

な
け
れ
ば
過
料
が
課
せ
ら
れ
ま
す
。

法
定
検
査
の
申
し
込
み

一
般
財
団
法
人

三
重
県
水
質
検
査
セ
ン
タ
ー

℡
０
５
９（
２
１
３
）０
７
０
７

浄
化
槽
設
置
者
に
は

　
　

           

法
律
で
３
つ
の
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

浄
化
槽
設
置
者
に
は

　
　

           

法
律
で
３
つ
の
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す

水
質
保
全
と

　

 

快
適
な
生
活
に

　
　

    

役
立
つ
浄
化
槽

水
質
保
全
と

　

 

快
適
な
生
活
に

　
　

    

役
立
つ
浄
化
槽

浄
化
槽
に
つ
い
て
、
知
っ
て
い
ま
す
か
？

清
掃
（
清
掃
業
者
）

２

法
定
検
査

海山区にお住まいの皆様へ

３

保
守
点
検

          （
保
守
点
検
業
者
）

１浄
化
槽
法
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

　

三
重
県
尾
鷲
農
林
水
産
商
工
環
境
事
務
所　
　

℡（
23
）３
４
６
９

　

本
庁
環
境
管
理
課
環
境
管
理
係　
　
　
　
　
　

℡（
32
）３
９
１
１

ごみカレンダーの訂正について

※５月５日が青色表示になっていますが、
     祝日ですので、正しくは赤色です。

　広報きほく３月号折り込みの「ごみ収集カレンダー」
について、下図のとおり訂正をお願いいたします。

今月から、
廃食油がいつでも出せます。

　これまで廃食油を出せる日は月に
１回でしたが、「ごみ収集カレンダー」
右下にも掲載しているように、今月
から常時、資源ごみステーションに
出せるようになりました。
　どうぞご利用ください。

問い合わせ
本庁環境管理課廃棄物対策係　℡32-3911

環境管理課からのおしらせ
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ウォーキングの効果No.10

スポーツ安全保険

美肌効果
　ウォーキングを続けると、汗をかき、新陳代謝も活発になり若々しい肌を保てます。さらに
有酸素運動によって血液の循環もよくなり、皮脂が分泌されてお肌も潤ってきます。内蔵機能
の正常化作用もあり、根本的な美肌に効果があります。

　この保険は、スポーツ団体だけでなく文化活動・地域活動・ボランティア活動などを行う団
体も安心して活動ができるようにつくられた保険です。万が一の事故に備えて、ぜひ『スポー
ツ安全保険』に加入してください。

今月の「日頃ウォーキングを実践されている方の体験談」はお休みです。

今月のおすすめコースは…紀伊長島区の赤羽公園周回コース (約3kｍ）です。 　

　赤羽運動公園と田園風景を楽しみながら、春の心地よい息吹を感じてください。

問い合わせ　　教育委員会本庁生涯学習課　　　　　℡32-3915
教育委員会紀伊長島総合支所教育室　℡47-1111

問い合わせ
集合場所

教育委員会本庁生涯学習課　℡32-3915　
本庁福祉保健課地域保健係　℡32-3912　

赤羽運動公園駐車場

開催日時 4 月 15 日（日）午前 10 時～ 　※雨天中止

◎対　　象　5人以上の団体・グループ

◎保険期間　平成 24 年 4月 1日（日）午前 0時～平成 25 年 3月 31 日（日）午後 12 時

※4月 1日（日）以降の申し込みは加入日の翌日から有効となりますが、終期は同じです。

平成 24年度スポーツ安全保険の加入区分・掛金・補償額
加入対象者 補償される団体活動等 加入

区分
年間掛金

（一人当たり）
傷害保険金額

死　亡 後遺障害
（最　高）

入　院
（日　額）

通　院
（日　額）

賠償責任保険
てん補限度額

（免責金額なし）

共　済
見舞金

子ども
中学生以下
（特別支援学校
高等部の生徒を
含む。）

A2

C

AW

A１スポーツ・文化・
ボランティア・地域活動

スポーツ・文化・
ボランティア・地域活動

スポーツ活動
スポーツ活動の指導

危険度の高いスポーツ活動

スポーツ活動

子どものスポーツ活動の
指導限定

文化・ボランティア・地域活動
団体員の送迎、応援、準備、片付け

上記以外
（個人活動・個人練習など）

大　
　

人

高校生
以　上

65歳以上

全年齢

AC

B

D

800円

1,450円

800円

11,000円

1,850円

1,300円

1,000円

4,000円2,000万円 3,000万円 1,500円
身体・財物賠償合算
1 事故 5 億円
ただし、身体賠償は
1 人 1 億円

身体・財物賠償合算
1 事故 500 万円

身体・財物賠償合算
1 事故 5 億円
ただし、身体賠償は
1 人 1 億円

身体・財物賠償合算
1 事故 5 億 500 万円
ただし、身体賠償は
1 人 1 億 500 万円

2,000円2,100万円 3,150万円 5,000円

500円100万円 150万円 1,000円

1,500円2,000万円 3,000万円 4,000円

1,500円2,000万円 3,000万円 4,000円

1,000円1,000万円 1,500万円 2,500円

1,000円600万円 900万円 1,800円

1,000円500万円 750万円 1,800円

180万円

対象外

180万円

熱中症及び細菌性・ウイルス性食中毒の場合、
保険金額はA１区分と同様

熱中症及び細菌性・ウイルス性食中毒は対象外
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町民センター図書室から
「道化師の蝶」
　　　　　　　　　/円城塔

「ねこガム」
          　　　/ きむらよしお

「ワニあなぼこほる」/石井聖岳
「だめだめ、デイジー」/ケス・グレイ
「まめうしくんとＡＢＣ」
               　　　　　　   /あきやまただし

「ねぎぼうずのあさたろう その⑦」 
                        　　　　　　　   /飯野和好

「ねぎぼうずのあさたろう その⑧」
                        　　　　　　　   /飯野和好

「つんつくせんせいとふしぎなりんご」
　　　　　　　　　　　/たかどのほうこ

「ミニフライパンひとつで毎日使える園児
のおべんとう」/藤井恵

「ウォーリーをさがせ！謎のメモ大追跡 !」
　　　　　/マーティン ハンドフォード

「ねえ知ってる ?大図鑑 親子でびっくり！
なるほど豆知識 !!」/福岡伸一

「子育てハッピーアドバイス 大好き ! が伝
わるほめ方・叱り方」 /明橋大二

☆あかちゃんの時からお母さんの膝で絵
本を！

児童図書館から

新刊案内「図書名」/著者名

「スティーブ･ジョブズって
どんな人 ?」
      　　 / ナム･キョンワン

多目的会館図書室から

Recommended Reading   April

「ＮＨＫきょうの健康腎臓病の食事術」
　　/主婦と生活社ライフ・プラス編集部

「夜想曲集」/カズオ・イシグロ
「親鸞 激動篇（上・下）」/五木寛之
「黄泉から来た女」/内田康夫
「野菜を、喰らう―伝説のおやじが教える
本当にうまい食べ方」/成田憲逸

「我が家の問題」/奥田英朗
「極北ラプソディ」/海堂尊
「天然のインスリン菊芋の驚くべき効能」
　　　　　　　　　　　　　　/高橋玄朴

「蜩ノ記」/　室麟
「歪笑小説」/東野圭吾
「水の柩」/道尾秀介
「おくまの　伝えたい、みえ熊野のいま
VOL.２」  /みえ熊野学研究会編集委員会

引き続き除籍本を配布しています。
ご利用の方お待ちしています。
　　　　　　

【一般図書】
「謙信の軍配者」/富樫倫太郎
「クリスタル・ヴァリーに降りそそぐ灰」
　　　　　　　　　　　　　/今村友紀

「道化師の蝶」/円城塔
「共喰い」/田中慎弥
「海に降る」/朱野帰子
「強運の持ち主」/瀬尾まいこ
「探査機 はやぶささん」
　　　　　　                 /オレンジゼリー

「五月女ケイ子のレッツ !!古事記」
                 　　　　　　   /五月女ケイ子

【児童図書】
「ぼくのおじいちゃんのかお」
                    　　　　　　　    /天野祐吉

「みんなおなじ でも みんなちがう」
                    　　　　　　　    /奥井一満

〈開館時間のおしらせ〉
　火～日曜日　午前9時～午後5時
　(貸し出しは午後4時30分まで )
　※月曜日・祝日は閉館します。

新刊案内「図書名」/著者名 新刊案内「図書名」/著者名

「おはなし会」（多目的会館図書室）4月14日（土）14：00～
対象：幼児　絵本の読みきかせ、紙芝居をします。
「よみきかせの会」（児童図書館）
今月の「よみきかせの会」はおやすみです。

職
種
及
び
採
用
予
定
人
員　

　

臨
時
職
員（
施
設
管
理
・
火
葬
業
務
等
）　

１
名

応
募
資
格　

　

受
験
時
に
お
い
て
大
紀
町
ま
た
は
紀
北
町
内
に
居

住
、
普
通
自
動
車
免
許
を
所
有
し
、
昭
和
22
年
４
月
２

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方

任
用
期
間　

　

平
成
24
年
５
月
１
日
〜
平
成
25
年
３
月
31
日

試
験
日
及
び
場
所　

　

４
月
23
日（
月
）午
前
10
時
〜
正
午

　
（
受
付
：
午
前
９
時
30
分
〜
９
時
50
分
）

　

大
紀
町
役
場
大
内
山
支
所

　
（
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
い
き
い
き
プ
ラ
ザ
内
）

応
募
期
間　

　

４
月
２
日（
月
）〜
13
日（
金
）必
着

　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
15
分　

　
（
た
だ
し
、土
・
日
曜
日
を
除
く
）

試
験
申
込
書
請
求
先

　

大
紀
町
役
場
環
境
水
道
課
、大
内
山
支
所

　

紀
北
町
役
場
環
境
管
理
課
、
紀
伊
長
島
総
合
支
所
福

祉
環
境
室

※

提
出
書
類
、
試
験
内
容
、
給
与
等
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
・
書
類
提
出
先　

〒
５
１
９‐

２
７
０
３　

度
会
郡
大
紀
町
滝
原
１
６
１
０
番
地
１

大
紀
町
役
場
環
境
水
道
課　

荷
坂
や
す
ら
ぎ
苑
組
合
事
務
局　

℡
０
５
９
８（
86
）２
２
４
５

（
郵
送
の
場
合
、「
採
用
試
験
申
込
書
在
中
」と
朱
書
き
）

　
　

荷
坂
や
す
ら
ぎ
苑
組
合
臨
時
職
員
募
集

書館 だより図
４月の新刊案内



まちの話題

ihoku  
　　　　　　　Playback

　

News & Topics

ありがとう学び舎。

　　　　 希望輝く未来へ！

ありがとう学び舎。

　　　　 希望輝く未来へ！
3.11 を忘れない。

　　被災者に希望の光を！

3.11 を忘れない。

　　被災者に希望の光を！

　町内の小・中学校で卒業式が行われました。
　相賀小学校と海野小学校では、卒業生一人ひとりが卒業証
書を受け取り、別れの言葉では、在校生と卒業生が感謝の気
持ちや思い出を伝え合った後、卒業生は新たな夢に向かい、
思い出の校舎から巣立っていきました。

　ふれあい広場マンドロで、手作り工房・ワーイワイのメン
バーによる災害復興支援イベントが催され、支援バザーや東
日本大震災と紀伊半島大水害の写真展示などが行われました。
　11日の午後 2時 46分には、来場者とワーイワイのメンバー
がロウソクに火を灯し、被災者に祈りを捧げました。

3
・

/9
16

3
~

/9
1 1
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3/1
お内裏様とお雛様に

　　      大変身したよ！
お内裏様とお雛様に

　　      大変身したよ！

　紀伊長島幼稚園で
、園児が華やかなお

雛飾りの衣装を着

て、先生たちと撮影
会を開きました！

　緊張している園児
や、嬉しそうに笑う

園児もいて、温か

い雰囲気に包まれて
いました。

3/11

　紀伊長島区十須の下河内で、山と海を
つなぐ会などによる植樹ツアーが行われ
ました。
　山に落葉樹などを植えることで、川に
養分を送り込み、豊かな海を育てようと
いうもので、この日は約 50人が参加し、
コナラなど 129 本を植樹しました。

山に木を植えよう！

　　豊かな海のために。

山に木を植えよう！

　　豊かな海のために。



【平成24年2月1日～29日受付分】

お誕生おめでとう

ごめい福を祈ります

（
紀
北
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ
）

善
意
を
あ
り
が
と
う

善
意
を
あ
り
が
と
う

戸籍の窓

東
長
島　

小
西　

末
治

東
長
島　

西
村　

幸
彦

長　

島　

山
口　

浩
樹

長　

島　

北
村　

ふ
み

船　

津　

堀　
　

全
成

小　

浦　

谷
口　

廣
也

馬　

瀬　

濵
田　

龍
也

相　

賀　

藤
野　

直
知　

引
本
浦　

尾
上　

汎
志

引
本
浦　

宮
田　
　

卓　 三
万
円

十
万
円

十
万
円

三
万
円

二
万
円

一
万
円

二
万
円

十
万
円

二
万
円

一
万
円

住　所　   子の名前　  保護者

長　島　  奥川　姫衣　　直樹

東長島　  奥出　康介　　一夫

長　島　  宮地　　蓮　　高明

相　賀　  鈴木　陽葵　　 寿明

相　賀　  廣下　晏沙　　智之

住　所　   氏　　名　　 （年齢）

東長島　  東　みさ子     （89歳）

長　島　  山口たまゑ     （79歳）

島　原　  谷　こいし     （90歳）

東長島　  久保伊佐夫     （84歳）

東長島　  小西　信子     （80歳）

東長島　  山本東三郎     （93歳）

東長島　  東　　四郎     （77歳）

長　島　  長井　正一     （95歳）

東長島　  速水　　勲     （70歳）

長　島　  内田　一枝     （88歳）

東長島　  藤本　　進     （79歳）

長　島　  堀　　田鶴     （85歳）

小山浦　  北村　清子     （78歳）

相　賀　  川端　貞子     （91歳）

上　里　  下部みなゑ     （94歳）

島勝浦　  山下　崇充     （53歳）

河　内　  藤原　文代     （90歳）

引本浦　  尾上　たけ     （91歳）

上　里　  濱田　哲也     （72歳）

          

消防・警察だより
救急休日在宅当番表

火災・救急発生状況

免許証の住所が紀伊長島区の方のみ

4月の免許更新日（１０日・２４日）
受 付 時 間   9 時 ～14時 /優良・一般   15時 ～16時
※問い合わせは尾鷲警察署交通課免許係（TEL  25-0110)までお電話ください。

（２ 月末現在）

交通事故発生状況（２ 月末現在）

警察だより

消防だより

(　)は前年比

火 

災

２４８(＋３５)３４６(＋２６)

４４(＋２)

２２(－１)

１０(－１)

４６(＋１) ３０(－９)

３(－１) ４(－４)

その他

５０(－４) ６(＋１)

６１(－４)

６９(－５) ７(＋２) ６(－４)

０(－１) ０(－１)

０(±０)

０(±０)

総件数 急　病 交通事故 一般負傷

０(－１)

１(－１)

海 山 区 ２(±０)

３(－４)

１(＋１) ０(－１) ０(±０)

０(±０)

０(±０)

０(±０)

１(±０)

船　舶 航空機 その他
紀伊長島区 ０(－１) ０(±０) ０(±０) ０(±０)

総件数 建　物 林　野 車　両

組合管内 ２(±０) ０(－１)
 

救 

急

※組合管内は、三
　重紀北消防組合
　管内の件数

(　)は前年比

海 山 区

紀伊長島区

組合管内

三 重 県 内 １０，６３０
（＋７１７）

１，６６７
（－７６）

１５
（＋１）

２，２１５
（－８７）

８，９６３
（＋７９３）

尾鷲署管内 １４１（＋４） ３２（＋６） ０（－１） ４１（＋１１） １０９（－２）

紀 北 町 ７０（＋６） １６（＋６） ０（±０） 　２１（＋１０） ５４（±０）

交通事故総件数人身事故件数 死 者 数 負 傷 者 数物損事故件数

受診する前に電話で連絡してください。時間は9時～17時です。変更がある場合
がありますのでご注意ください。

月日 尾　　鷲

上 田 医 院

玉 置 眼 科

南輪内診療所

尾 辻 医 院
垣内胃腸科内科医院
上 里 診 療 所
第 一 病 院
加 藤 内 科
野口内科胃腸科医院

4/1
4/8
4/15
4/22
4/29
4/30

曜日

日
日
日
日
日
月

電　　話 紀　　北 電　　話

（救急医療情報システム TEL 22-1199）

47 - 0890
47 - 4800
33 - 1100
36 - 1111
32 - 1666
32 - 2266

22 - 1329

22 - 5611

27 - 3399

広報きほく2012年4月号19
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たんぽぽ（海山区）
【４ 月 の 日 程】
【 時 間 】
【 場 所 】

10、17、24（火曜日）
10:30 ～ 11:30
老人福祉センター

たんぽぽ（海山区）たんぽぽ（海山区）
【４ 月 の 日 程】
【 時 間 】
【 場 所 】

10、17、24（火曜日）
10:30 ～ 11:30
老人福祉センター

おやこサークルのご案内おやこサークルのご案内おやこサークルのご案内おやこサークルのご案内おやこサークルのご案内おやこサークルのご案内おやこサークルのご案内

予防接種についてのご案内予防接種についてのご案内予防接種についてのご案内予防接種についてのご案内予防接種についてのご案内予防接種についてのご案内予防接種についてのご案内

　おやこサークルでは、乳幼児をお持ちの保護者の方が集まり、育児に対する不安や悩みを話し合ったり、子育ての情
報交換や仲間づくりなどを行っています。お子さんの憩いの場、保護者の皆さんのリフレッシュの場として、お気軽に
遊びに来てください。

　紀北町では平成 24 年 4月 1日より、高齢者肺炎球菌ワクチン接種の一部助成を実施することになりました。

【問い合わせ】　本庁福祉保健課（老人福祉センター）℡32-3912　保健センター　℡47-4750

★4月からの新会員を募集しています。お気軽に見学に来てください★

紀北町に住所を有する方で、ワクチン接種を受けた日に満 65 歳以上の方
3,000 円（生涯に 1回の助成です）
老人福祉センター、または保健センターまでお越しください。
申請書に必要事項を記入していただき、後日通帳振り込みをします。
ワクチン接種の領収書、印鑑、通帳（本人名義）

【４ 月 の 日 程】
【 時 間 】
【 場 所 】

プチ ・ キッズ（紀伊長島区）プチ ・ キッズ（紀伊長島区）

4、11、25（水曜日）
10:00 ～ 11:30
保健センター

●高齢者肺炎球菌ワクチンについて

【対 象 者】
【助 成 金 額】
【申 請 方 法】

【持 ち 物】

　これまで集団接種で行っていましたポリオ予防接種を、今年度より個別接種で行うことになりました。
下記の医療機関に電話で予約をして接種してください。
★かとう小児科（℡47-3341）　　　★長野内科小児科（℡22-8501）
★尾鷲総合病院（℡22-3111）

●ポリオワクチン接種について

2 期：小学校入学前の 1年間（H18.4.2 ～ H19.4.1 生まれ）
3期：中学校 1年生　　　　  （H11.4.2 ～ H12.4.1 生まれ）
4期：高校 1年生　　　　　  （H6.4.2 ～ H7.4.1 生まれ）

※対象者には、通知書を郵送しています。届いていない方は、ご連絡ください。
平成 24年 4月 1日～平成 25年 3月 31 日

本庁福祉保健課（老人福祉センター）　℡32-3912　保健センター　℡47-4750

●MR（麻しん・風しん混合）ワクチン接種について

【対 象 者】

【接 種 期 間】

【問い合わせ】
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平成 24 年度健康歩こう会 年間計画平成 24 年度健康歩こう会 年間計画平成 24 年度健康歩こう会 年間計画

感染症情報（2月 20 日～ 3月 11 日分）

紀北地区の感染症の動向をお知らせします。
※詳しくは「三重県感染症情報センター」のホーム―ページ
(http://www.kenkou.pref.mie.jp/kansenmenu.htm) をご覧ください。
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申し込み（１ヵ月前まで）、詳細につきましては、下記までお願いします。
　・紀伊長島区　津本守久　℡47-1582　　　・海山区　苫谷侑佑　℡32-1205
町の広報紙には 4月号にのみ年間計画を掲載しますので、切り取って保管してください。

  4 月  3  日（火）

  5 月  8  日（火）

  6 月 12 日（火）

  7 月 24 日（火）

  9 月 15 日（土）

10 月 18 日（木）

11 月 27 日（火）

  1 月 11 日（金）

  2 月  5  日（火）

  3 月  5  日（火）

  3 月中

名古屋城　徳川園 バス  海山
　　  東長島公民館

６：２０出発
７：００出発
６：２０出発
７：００出発
６：２０出発
７：００出発
６：２０出発
７：００出発
６：２０出発
７：００出発

　１４：００出発
１４：５０出発
６：２０出発
７：００出発
７：５０出発
８：３０出発
７：００出発
７：４０出発

奈良　薬師寺　唐招提寺

愛知　明治村

琵琶湖　函館山

岸和田　だんじり祭り

東北　蔵王～磐梯山
（3 泊 4 日）

京都　上賀茂神社

伊勢神宮　大慈寺

※詳しくはお問い合わせください。

琵琶湖バレイ　雪見予定

城ノ浜　きほく温泉まつり

太地　くじら館

月　日 行　き　先 交通手段および出発時刻

今年も健康で楽しく歩きましょう！！

3 歳 6 ヵ月児健康診査

４月 12日（木）東長島公民館 
9：00~9：45
H20.8.3 ～ H20.10.12 生まれのお子さん

★対象者には、通知書を郵送します。
忘れずに受診してください。

【受 付 時 間】
【対 象 者】

赤ちゃん相談＆おやこ広場
４月 ９日（月）老人福祉センター
４月 18日（水）保健センター

10：00~11：30
母子健康手帳

【 時 間 】
【持 ち 物】

胃がん検診について

　広報きほく 3月号折り込みでお知らせしましたがん検診
の受診申し込みにつきまして、胃がん検診の注意事項で “胃
および腸の治療を受けている方、手術をされた方（ポリー
プを除去した方も含まれます）はご遠慮ください″と掲載
しましたが、胃および腸の治療を受けた方で、現在医療機
関を受診されていない方は、下記までご相談ください。

【問い合わせ】
本庁福祉保健課（老人福祉センター）　℡32-3912　
保健センター　℡47-4750

2 歳児歯科健康診査

４月 19日（木）東長島公民館 
H22.1.20 ～ H22.4.19 生まれのお子さん

★対象者には、通知書を郵送します。通知書が届か
　ない方はご連絡ください。
【問い合わせ】    老人福祉センター（℡32-3912）  
　

【対 象 者】

こころの健康相談

４月 23日（月）保健センター　10：00~11：30 
こころの健康に関する悩みや精神的な病気
に関する悩みを持つ方、ご家族の方。
4/19（木）までに老人福祉センターへお申し
込みください。（℡32-3912）

【対 象 者】

【申 し 込 み】

一般健康相談 ( 血圧 ・ 尿検査等 )

※4月の健康相談はお休みです。
5月 2日（水 )

９：30~10：30
10：45~11：15
10：00~11：00

船 津 集 会 所
新田多目的集会施設
東長島公民館

７：３０出発
８：１０出発

バス  海山
　　  東長島公民館
バス  海山
　　  東長島公民館
バス  海山
　　  東長島公民館
バス  海山
　　  東長島公民館
バス  海山
　　  東長島公民館
バス  海山
　　  東長島公民館
バス  海山
　　  東長島公民館
バス  海山
　　  東長島公民館
バス  海山
　　  東長島公民館

さん
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44
普通救命講習
日時：4 月 9 日（月）午後 1 時～ 4 時
場所：紀伊長島総合支所 3 階会議室
※詳しくはお問い合わせください。
℡47-0001（紀伊長島消防署）

精神保健福祉相談
日時：4 月 23 日（月）
場所：保健センター
※事前予約が必要です。保健センター
までご連絡ください。
℡47-4750

紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。

無
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２
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紀北町のイベントやお知らせなどを掲載しています。
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免
許
セ
ン

タ
ー

℡
０
５
９
（
２
２
９
）
１
２
１
２

尾
鷲
警
察
署

℡（
25
）
０
１
１
０

●
平
成
24
年
度
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

　
　
　
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
春
募
集

　

こ
れ
は
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
）
が
実
施
す
る
政
府
事
業
で
、
開

発
途
上
国
で
現
地
の
人
々
と
同
じ
生

活
を
し
な
が
ら
、
と
も
に
働
き
、
人

づ
く
り
国
づ
く
り
に
貢
献
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

応
募
期
間　

５
月
14
日
（
月
）
ま
で
（
消
印
有
効
）

●
体
験
談
＆
説
明
会

　

帰
国
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
か
ら
現

地
の
話
を
お
聞
き
い
た
だ
け
ま
す
。

予
約
不
要
で
す
の
で
、
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

日
時　

４
月
19
日
（
木
）

　
　
　

午
後
６
時
〜

最
寄
り
の
開
催
場
所　

ア
ス
ト
津

問
い
合
わ
せ　

（
公
社
）
青
年
海
外
協
力
協
会
中
部

支
部　

℡
０
５
２
（
４
５
９
）
７
２
２
９

　

財
務
省
東
海
財
務
局
で
は
、
金
融

サ
ー
ビ
ス
や
借
金
等
に
つ
い
て
、
ご

相
談
を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

金
融
ほ
っ
と
ラ
イ
ン
（
東
海
）

℡
０
５
２
（
９
５
１
）
９
６
２
０

　

金
融
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
て
い

る
皆
様
か
ら
の
ご
意
見
、
ご
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

多
重
債
務
相
談
窓
口

℡
０
５
２
（
９
５
１
）
１
７
６
４

　

多
重
債
務
で
お
悩
み
の
方
々
の
相

談
窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

津
財
務
事
務
所
理
財
課　

℡
０
５
９
（
２
２
５
）
７
２
２
３

　

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉
は
今
年

で
創
業
16
周
年
を
迎
え
ま
す
。
日
ご

ろ
の
ご
愛
顧
に
感
謝
し
て
、
記
念
プ

レ
ゼ
ン
ト
を
お
渡
し
し
ま
す
の
で
ぜ

ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

期
間

４
月
26
日
（
木
）
〜
29
日
（
日
）

※

先
着
８
０
０
名
様
に
甘
夏
み
か
ん

を
プ
レ
ゼ
ン
ト

問
い
合
わ
せ　

き
い
な
が
し
ま
古
里
温
泉

℡（
49
）
３
０
８
０

広報きほく2012年4月号23

問い合わせ
法　律　名 事　務　内　容　

農　地　法 農地等の権利移動の許可　
本庁
農林水産課

都市計画法
都市計画の決定
（地域地区、都市施設、市街地開発事業、
市街地開発事業等予定区域）　

本庁建設課

　平成 23 年 8月 26 日に成立した「第 2次一括法」（地域の自主性及び自立性
を高めるための改革の推進を図るための関係法律の整備に関する法律）により、
下表の事務が県から町に権限移譲されました。
　これにより、4月 1日から申請・届け出が県から町に変更されました。

課　名 係　名 電話番号

農政係 32-3916

32-3910管理係



広報きほく2012年4月号 24

2012.4
N
o.78

（
平
成
24
年
3
月
1
日
現
在
)

■
人
口
：
18,584

人
　
　
■
世
帯
数
：
8,583

世
帯

■
男
：
8,796

人
/女
：
9,788

人

『広報きほく』は環境にやさしいベジタブルインキを使用しています。

東　清陽くん
平成 23 年 4 月 20 日1 歳誕生日おめでとう。

いっぱいご飯食べて、いっぱい遊んで大きくなってね。
＜長島＞正規・景子さん

藤村　迅くん

平成 23 年 4 月 13 日

食べるの大好き。

我が家のヤンチャ坊主 はやくんです。
＜相賀＞匠・智子さん

はやた

岡本　陸王くん
平成 23 年 4 月 15 日

単車大好き！！
ヤンチャＢｏｙなりっくんです１歳の誕生日おめでとーっ

＜長島＞竜一・左穂美さん

りくおう

土山　優奈ちゃん
平成 23 年 4 月 5 日おじいちゃん、おばあちゃんが大好きな ゆうな

明るく元気に育ってね
＜相賀＞宰・さゆりさん

ゆうな

紀藤　和葉ちゃん
平成 23 年 4 月 15 日

お誕生日おめでとう！
これからもたくさん思い出つくろうね。

＜長島＞祐元・真衣さん

かずは

濵田　晴翔くん
平成 23 年 4 月 2 日

いつも笑顔の元気な はっくん
すくすく大きくなってね♪　

はると

＜相賀＞恭史・紗矢香さん

駒井　悠力くん

平成 23 年 4 月 13 日

1 歳おめでとう！

元気な子に育ってね

＜東長島＞彰人・広美さん

山代屋　芽良ちゃん
平成 23 年 4 月 13 日お姉ちゃん達が大好き　

我が家のいやし。
健康で元気に育ってネ

＜相賀＞和士・まほさん

め ら

満１歳

笑顔

「にじいろスマイル」の
コーナーに掲載希望の方は、
誕生月の前月の 10 日までに
本庁企画課広報係まで
お申し込みください。

きよはる

ゆうり

ににじいろスマイル　スマイル　
にじいろスマイル
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